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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
①　まず、高度ポリテクセンターは、厚生労働省所管の独立行政法人　「高齢・障害・求職者雇用支援機構」が運営する公的研修施設です。

「独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構」は国の施策に基づき、名称にありますとおり、①高齢者、②障害者、③求職者に対する支援を行っております。

　　１　まず、高齢者や障害者の雇用支援として、①雇用に対する相談や、②雇い入れた際に助成金を支給するなどの業務を、高齢・障害者雇用支援センター、障害者職業センターが実施しております。

　　　○○には、各都道府県名が入り、全国でご支援をしています。

　　２　私が所属する高度ポリテクセンターは、右側にあります、求職者・在職者の職業能力開発支援を行う方になります。

　　　　この中でも、ポリテクセンターは東京都を除く、各道府県にあります。先ほどと同じように、 ○○には、各都道府県名が入ります。

　　　　例えば、ポリテクセンター千葉は、千葉県内にある中小企業様に対して、そこで働いている方の更なるスキルアップをしていただくために、研修コースをご用意して、人材育成のお手伝いをさせていただいております。

③　それでは、高度ポリテクセンターの守備範囲はと申しますと、全国をエリアに、各道府県のポリテクセンターが行っている在職者訓練コースの次のステップを担っています。

http://www.jeed.or.jp/ks.html
http://www.jeed.or.jp/js/index.html
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
①　在職者訓練（能力開発セミナー ）は、能力開発セミナーは、高度な技術･技能
の習得を通じて、企業活動をリードする中堅層の技術者・技能者の育成を目的とした働く方（在職者）を対象とした人材育成研修となっており、次にあげる３つの特徴があります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
①　実践的なカリキュラム（講義と実習を融合した実践的な内容）となっています。

②　民間等で行っている研修は、座学を中心としたものが多くなっていますが、当センターで実施している能力開発セミナーは、①実際のものづくり現場で実際に行われている事象について座学で説明を行い、その事象について、実習等で②視覚的に見て確認したり、科学的な根拠を数値で示して、確認するカリキュラムを取り入れているのが特徴です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
①　実践的なカリキュラム（講義と実習を融合した実践的な内容）となっています。

②　民間等で行っている研修は、座学を中心としたものが多くなっていますが、当センターで実施している能力開発セミナーは、①実際のものづくり現場で実際に行われている事象について座学で説明を行い、その事象について、実習等で②視覚的に見て確認したり、科学的な根拠を数値で示して、確認するカリキュラムを取り入れているのが特徴です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
①　実践的なカリキュラム（講義と実習を融合した実践的な内容）となっています。

②　民間等で行っている研修は、座学を中心としたものが多くなっていますが、当センターで実施している能力開発セミナーは、①実際のものづくり現場で実際に行われている事象について座学で説明を行い、その事象について、実習等で②視覚的に見て確認したり、科学的な根拠を数値で示して、確認するカリキュラムを取り入れているのが特徴です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
①　実践的なカリキュラム（講義と実習を融合した実践的な内容）となっています。

②　民間等で行っている研修は、座学を中心としたものが多くなっていますが、当センターで実施している能力開発セミナーは、①実際のものづくり現場で実際に行われている事象について座学で説明を行い、その事象について、実習等で②視覚的に見て確認したり、科学的な根拠を数値で示して、確認するカリキュラムを取り入れているのが特徴です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ものづくり分野を中心に

　①　仕事の “全体像を短時間でつかむ”ことができる
　　　業態によって、全ての仕事をされる方もおられますし、分業化してされている方もおられます。

　　特に分業化してお仕事をされている方が、製品が出来るまでの全体像を知ることで、今行っている仕事の前後関係を考えることで、いろんな工夫やアイデアが生まれることを期待しています。

　②　見て触って感じることで”直感的に要点を理解”できる

　　座学だけでなく、実習を通じて実機を操作する中で、実際の仕事のイメージやポイントを理解出来ような工夫を取りこんでいます。

　③　“考える”ことで創造力・問題解決能力を向上できる

　　研修担当者や経営者の方からは、「自ら考えて、行動できる人材を育成してほしい」との要望を多くお聞きしていますので、研修の進めるうえで、工夫しています。

　④　現場の“トラブル解決の糸口をみつける”ことができる

　　現場で発生している課題や問題点をクリアできるヒントが得られるような工夫をしています。

上記のことを心がけて、セミナーの企画・実施を行っています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
①　次に具体的なコンセプトに基づき設定した事例について、説明いたします。
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